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論文 傾斜 配筋され た プ レ キ ャ ス ト接合面の せ ん断挙動 と接合筋傾 斜

角度 との 関係に 関する研究
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裏 旨 ：プ レ キ ャ ス ト接合面にお い て ，接合筋を傾斜配 筋 した場合 の せ ん断耐力や接合筋の

挙動を 明 らか に す る こ と を 目的 と した。そ の 結果，  接合筋を傾斜配 筋 した接 合面 の 履歴

性状が 良好 とな る こ と ，   配 筋方法 に よらず ，傾斜 角度が 30
°

の 場合 に 耐力が 大 きくな

る こと，  傾斜 配筋 し た接 合筋は ダ ボ 的 挙動を ほ とん どせ ず ， 軸方向力 に よ っ て せ ん断抵

抗 をす る こ と ，   従 来 の プ レ キ ャ ス ト接合部の 耐力 評価 同様 ， 傾斜配 筋 した場合に もせ ん

断抵 抗要 素ご との 負担せ ん 断力 の 累加 に よ っ て 耐力評価が 可能 で あ る こ とが わか っ た。
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　 1 ．は じ め に

　プ レ キ ャ ス トコ ン ク リ
ー ト構造 の 接合部設計

にお い て，現行で は 強度支配型 の 設計法が 基本

で あ るが，近年で は 靭性能 を加 味 した設 計法の

確立 も要求 され て い る 。 また ， 過去 の 諸研 究 1）・： ）

で は ， 接 合面 と接合 筋の なす 角度に よ り接合部

の せ ん 断耐力や復元 力特性 が変化す る こ とが 確

認 され て い る。

　本研 究で は ， 接 合 筋 を傾 斜 配 筋 させ た プ レ

キ ャ ス ト接合部 の せ ん断 挙動 と接合筋傾斜角度

との 関係 を解明 す る こ とを目的 と し，プ レ キ ャ

ス トコ ン ク リー ト接合面 の S型加 力 に よ る 正 負

交番繰 り返 しせ ん 断 実験 を行 い
， 実験 結 果 に基

づ い て そ の せ ん断挙動 と接合筋傾斜角度 と の 関

係 に っ い て の 検討 を行 っ た。

　 2 ．実験羅要

　 2 ．1　 試験体鷹 要

　試験体は ，プ レ キ ャ ス トコ ン ク リー ト構造 の

水平接 合部 ， 主 に 耐震壁 ・梁 接合部の 微小 要素

を想定 し た もの で あ る 。 試 験体
一覧を表 一1に ，

また試 験体 詳 細図 を図
一一2に示 す。パ ラ メータは

接合 筋傾斜角度，配筋種類，接合筋 交差部位 置

の 3種類 と した 。 また ， 実験デー
タ の ぱ らつ き

を考え て 同 じパ ラ メ
ー

タ の 組 み 合わ せ の も の を

2 〜 3体づ っ ，総計 50 体製作 した 。

　全 試 験 体 と も形 状 ， 接合筋 の 種類は 同
一

と

し，左 右 の 接合筋が 同
一

傾斜角度 の 試 験体を 1

シ リ
ーズ ，左右 の接合筋が 直角に 交わ っ て い る

も の を L シ リ
ーズ ，左 右 の 接合筋が直角に交 わ

り，か つ 溶接 され て い る もの を W シ リ
ーズ とす

る 。 W シ リーズ に は 溶接格子 を利用 した。各 シ

リーズ とも接合筋交差部が接合 面 上 にあ る もの

を A 　type． な い も の を B　type とす る 。 試験体名

は 〈シ リ
ーズ種類〉 ＋ 〈接合筋交差部 の 位 置〉

＋ く傾 斜角度） で 表 した。（例 ：レ B・60）

　試 験体 の 作成 順 序は ， まず先打 ち部分の 型枠

を組み ，接合筋お よびス タブ補強筋 を所定 の 位

置 に配 筋 した後 ， 先打 ち部分 の コ ン ク リー ト打

設 を行 う。 接合面上 の 凹凸 に よるか み 合 い を可

能 な限 り除去 する た め ，打設 終了後接合面 を金

鏝 で仕 上 げ る c 先打 ち コ ン ク リ
ー

ト打設 後お よ

そ 2 〜 3 日で後打ち部分 の 型枠 を組 み，ス タブ

補強筋 を配 し て 後打 ち部分の コ ン ク リ
ー

ト打設

＊
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を行 う。後打ち コ ン ク リ
ー

ト硬 化後 ， す べ て の

脱 型 を し試験体を完成 させ る。試験体は気 中養

生 させ ，材齢 28 日で実験 を行 っ た 。 尚 ，接合 筋

は定着 の 完璧 と配 筋精度の 確保の た め ，接合筋

両端 に は板厚 6mm の 鉄板 を溶接 した 。

　 2 ．2 　 使用 材 料

　接合筋に は DlO を 2本使 用 したが ， 1，　L シ リー

ズ の 試験体で は ，W シ リーズ に お い て 使 用 す る

溶接格子 を切 断 し て 用 い た。す なわ ち ，すべ て

の 試 験体で 同
一

ロ ッ トの 鉄筋 を接合筋 とし て 用

い る よ う配 慮 し た 。 鉄筋の 材料特性 を表 一2 に

示す。また ，鉄筋の 曲げ試験 （3 点曲げ）よ り得

られた結果を図 一1に示す 。

　 コ ン ク リー ト用粗骨材は 石 灰 石砕石 （ふ る い

に よ り最大 粒径 20mm ）を，細骨材 には川 砂 を

用い ，セ メ ン トには普通 ボ ル トラ ン ドセ メ ン ト

を用 い た。力 学 的性 質を表 一3 に示 す。先打ち

部分 と後打 ち部分の コ ン ク リ
ー

ト強度が 異 な る

た め ， そ の 両 部分 の コ ン ク リ
ー

ト強 度 を比 較

し，そ の 差が 15 ％ 以 上 の 場合 は どち らか の 小

さい 方 の 値を，15％未 満 の 場合 は 両 方 の 平均 値

を代 表圧 縮 強 度 σ
B

と し て 以 後 の 検 討に 用 い

る 。

表一1　試験 体一覧

シ リ
ーズ 試 験体名 鉄 筋種類 配 筋方法 傾斜角度

鉄筋交差部

　 位置

溶接の

有無

1−A・30 30
玉A．45 参】 45 接合面上

11
・Ar60 60
1−B・30

左右同
一

傾 斜角度
な し

1．B45 串2
3045

接合 面か ら

　 35 
1・B遜O

主筋

D10
スタブ筋

跼

60
L・A・30 30

レ A．45率 1 45 接合面 上

LL
・A・60 60

L・B・30
交差部

直 交配 筋
な し

レB．45 寧 z

3045
接合面から
　 35 

LB 《  60
W ・A・30 30
WA45 溶接格子 45 接合面上

WW
・A・60 60

あり
W 一匹30D

】0
スタプ筋

靨

交差部

直交配 誑

W ・B45
3045

接合面か ら

　 35 
W ・匹60 60

＊1 ： 、　　　　 の 　　　　
一

の 　　　　まる、
＊2 ：傾斜角度、配筋方法の 都合上同

一の試験体 となる。

表一2　使用 接合筋の 力学的性 質

鉄筋　　 伏 度（ 

種 顛　　　（N1 
2

引彊強度 σし

（N 恤 m う

ヤン グ率E8

（田 mm う
Dio　 　　　376 509 183

D6 　　 　　 381 494 171

接

子

溶
格

，，せ ん断 強 さ

（Nfmm

　 174

6050

　 401

’3052

　 ！oleoo

．0　　　 1．0　　　 2．0　　　 3．0　　　 4．0　　　 5．o
　 　 　 　 　 　 　 φ（1！m 》

図 一1 曲げ モ ーメ ン トー曲率関係
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表一3　使 用 コ ン ク リー トの 力学的性質

L ” シ リ
ーズ

蜘
試験体図

試験体名
1−A−301　　　−
1−A−601

−A−302　　　−
IL−A451

−B−301
−B −60

皿 一B−45L

−A −30
レA −60L

，B ．30L
−B −60W

−A −30W
−A −60W

−A−45W
−B30W

−B −60W
．B−45

σB

　 a39
．133 ．938 ，0 32．4 33，631 ．235 ．034 ．4 28．6

τσB 6．2 5．8 6．2 5．7 5．8 5．6 59 5，9 5．3
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　 2 ．3 　接合 面 せ ん 断載荷実験

　加力装置 を図 一一3 に示す。加 力方法 は S 型加

カ フ レ ーム を用 い た 正 負交番繰 り返 し載荷とす

る。試験体の 先打ち・後打ち両部分を常 に平行

な状 態 で せ ん 断力 を載荷 す るた め に ，加カ フ

レ ーム の 表裏に 平行 ク ラ ン クを 1組 ず っ 取 り付

け る。試験 体 の 軸方向 に取 り付け た ス ク リュ
ー

ジ ャ ッ キ は ， 載荷開始 直前 に試 験体 の 鉛 直 方向

に 2kN 程度 の 圧 縮力 （拘束力）を与 え るも の で ，

先 打 ち部分 と後打 ち部 分 が接 合 面 で 目開 きを起

こすの を防 ぐ もの で ある 。

カ フ レ
ーム の 鉛 直変位 ， 水平 変 位に 関 して は加

力プ レ ・一一ム の 表裏に 1軸変位計 を取 り付け測定

した 。

一

　 2 ．4 　 測定方法

　変位 は接 合面 長 さ方向の 先打ち ・後打 ち 両

部分の ス タブ 間相 対変位 （接 合 面 滑 り変位 δh

と接合面 目開き変位 δ v ）を測定 し た 。 なお，過

去 の 実験 結 果 よ り，加 カ フ レ
ーム 内 で の 試 験体

の 回 転は 生 じ て い な い と 見 な し て い る 。

　滑 り変 位 と 目開 き変位 に関 して は ，試験 体の

表裏 に 貼付 し た 2 軸変 位計 に よ っ て 測 定 し．加

　　　　　　　　　　　　　　　　　表
一4

図一3 加 力装置図

　 3 ．実験結果 お よび考 察

　表一4に載荷実 験結果 （変形発 生荷重 ， 鉄筋 降

伏荷重 ， 最大 せ ん 断力お よ び 履歴性状）を示す 。

ま た ，図
一4 に 特 徴的な 履 歴 性 状 を 示 し た 1−A ・

45＿No．1，　L・B ・60＿No．1，　W −B ・30＿No．正試 験体 の

荷重 一変形 関係 を示す 。

実験 結果一覧

賦 験 体 名

滑 り蜜 形
晃 生 襴P重

　Q 鱈
・”

　 　 田

鉄 筋 驚 伏
　 荷 重

　 Q ツ
嶂2

　　 剛

せ ん 断

　荷 】直

Qm 邑xo5

困

履 歴 性 状 廊
4

試 験 体 名

滑 り 変 形
発 生 荷 重

　q8 ・匚

鉄 筋 降 伏

　 荷 重

　qy ゆ2
　　 剛

せ ん 断

荷 童

Qm 齟 【
■コ

“

履 歴 性 状 ボ

No ，　L2 ．2944 ．6971 ．56SPY No ．12 ．4547 ．0066 ．97s1 潜
irA ＿30Nd24

．4140 ．2148 ．83SPY1 −B −30No ．24 ．0140 ．9262 ．72SLN

IL 冖A ＿45No
．235839 ．8052 ．85SPN 3．3340 、9170 ．6551N

No ．32 ．2936 ．6242 ．81SPY 57．1744 ，8756 ．8951N
No ．17 ．2150 ．7255 ．OlSPN 乢 一B45 　　　 　　 465742 ．4154 ，83s1N

1−A −60No23
．1937 ．6642 ．95SPY 5359455257 ．61SLN

No ．11 ．1241 ．3756 ．27SPN

No ．3

No ．1

38．6334 ．1744 ．27SPN
L −A −30 05931 ．154494SPY1 −B40 　　　　　 70，3737 ．6650 、26SPNN62

No ．127
．2830 、7643 ．97SPY 53．？443 ．9751 、98SPN

2．9136 、0540 ．10SPY 6 、1734 ．02576051N
L −A 扨 No23 ．4235 、4747 ．69SPYL −B −30 8．42303458 ．82slN

Z、6634 ．1742 、39SPY
No2

No ，162
．5139 ．5555 ．0251N

47．2843 ．5558 ．92S1N 4，0132 ．4737 ．50slY
　　　　　　 No ．3

W −A −30No ．2 　　 991

　　　　　　 No ．1

37 ．365L8351NL −B 釦 No ．22 ．7530 ．4748 ．10slY
57 ．7534 ，1850 ．10SPN No ．39 ．1936 ．7743 ．36s1Y
2．1431 ．0641 、82SPY No ，11253352144 、80SN

W ｝A45 5．4729 ．5740 ．23SPYW −B −3QNo ．27 ．6635 ．6346 ．58SNNb ．2

No ．144
．4135764857SPY No32 ．8835 ．1942 ．91sN

2．7530 ．3338 ．06SPY No ．12 ．74 ⊃0．3343 ．66SPY
W −A 姐 ）　　 　　 32、03323341 、06SPYW −B −45No ．21 ．7326 ．6338 ．20SPY

48 ，4325 ．8139 、08SPY No ．32 ．15267042 ．65SPY
No ．14 ．513L4541 ．8251Y申 1 ； 滑 り 変 形 0．03阻 以 下 で 剛 性 低 下 し た 時 の 載 荷 せ ん 断 力

崛 1 左 右 ど ち ら か の 接 合 筋 が 降 伏 し た 賻 の 載 荷 せ ん 断 力

串3 ： 変 形 5   以 内 の 最 大 載 荷 せ ん 断 力

W ＿B ＿60No253329 ．1541 ．95SLY
No ．37 ．352 工5833 ．20s1N

蝿 ； SP一紡 錘 形 ．　 SL −・ス9Vプ 形 J　 sl
一
や や 刈 ソ プ 形 ，　 S一逆 S字 型 ，　 Y一正 負 対 称 ．　 N一正 負 非 対 称

『自 抜 き 試 験 体 』 ：履 歴 性 状 が 剛 塑 性 と な っ た も の
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　 3 ． 1　 破 壊状 況

　最初 の ＋ lmm ま で の 載荷サ イ ク ル に お い て ，

1，L −B −45＿No ．t・−3 ，1−B ・60＿No ．1〜3，　 L ・A ・

30＿No ．3，　 L・B ・30＿No．3，　 W ・A −30．．No ．1，3，　 W −

A −4S＿No ．3，　W ・A −60＿No ．2，3の 計 13体で は，接

合 面 コ ン ク リ
ー

トの 化学的付 着力 の 影響に よ り

滑 り変位が Omm の ま ま載荷せ ん 断力が 増大 し，

滑 り始 め る と同 時にせ ん 断力 が 脆性 的に減少 す

る 剛 塑性 的 な 履歴 性 状とな っ た 。 そ の 他 の 試 験

体で は接合面 コ ン ク リ
ー

トの 化 学的付着力 の 影

響 は ほ とん ど見 られ ず ， 載 荷せ ん断 力 の 増 大 と

ともに 滑 り変位 も増大 した 。 す べ て の 試 験 体 と

も接合 面 にお け る滑 り破壊 で あ っ た が ，一部試

験 体で は試験体側 面 に縦方向 の ひび割 れ が 見 ら

れ た も の ，接合筋の 傾斜部分 に 対応す る位置 に

（
罵

5
侭

溘
ぐ
 
裡
欝

畄

VR

盧
ぐ
 
揮
譽

2

h

欅
響

　 　 　 　 滑 り褒形 ｛閥 ）

図
一4　荷重 一滑 り変形 関係図

斜 め ひ び割れ が 見 られ た も の もあ っ た。接合筋

の 配 筋位 置に よ り ，
コ ン ク リ

ー
トが接合筋 に

よ っ て割裂 したため と考え られる。接合筋の 降

伏は 正加 力 で の 滑 り変 位 0．03〜0 ．05 皿 m で発 生

して い る。また，接合部の 目開き変位は滑り変位

1  の ときにお よそ 0．2  程度で あ っ た。

　 3 ．2　最大 せ ん 断応力 に 関す る考察

　表 一5 に 配筋 種 類 と接合 筋 交差 部 の 位 置 に よ

る最大せ ん 断応力度 の 平均値を，図 一5 に 最大

せ ん断 応力 度 と接 合筋 角度 と の 関係 を示 す。コ

ン ク リー ト強度の 影響 を考慮 し ， 最大 せ ん断 力

の Q−ax
を接 合面 面 積 A （

＝300cm2 ）で除 し た 最大

せ ん断 応力 度 τ　
mu

を 表 一3 の 代表 コ ン ク リ
ー ト

強度 の 平方根で 基準化 し た τ
 

〃
−
UB を用 い た 。

　LL シ リーズ で は A 　type と比 べ Btype の 試

験 体で τ
m ．．

／　V
’
　oB が や や 大き く，W シ リ

ーズ

で は Btype の 試 験 体 で rm
．X
！　V

−
　oB がや や小 さ

な値 とな っ て い る が ， そ の 差 は 微小 で あ る た

め ，試験体精度 の 誤 差 に よ るも の と考 え られ

る。ま た ，接合筋傾斜角度が 大き くな る に つ れ

て 最大 せ ん断 応力度は 減少する 傾向が 見 られ る。

接合筋角度の 違 い に よ り，接合 筋の 応 力 状態 に

違 い が あるた め と考 え られ る 。

　　 　表 一5　 v 旧ax ／f σ B 平 均値
一

覧

1 シ リ
ーズ L シ リ

ーズ W シ リ
ーズ

八 type0 ．29 0．27 0．26
Bt 　 e033 0，31 0．25

o．45

0．40

ζ
゜・35

k 。．3。
話

S 。．25

e20

■

○ 【−A 　 璽 L−A　 ▲ W −A
◆ ：−E 　 ■ L−8 　 ▲ W −B

　
、丶　　　 ●

　 　 　
、

丶

　 　 　 　 　 eSL 　　　　　　　　　
の

羞丶噸　　　　　　　
丶、

‘：f一こ鍵 ミ 土 ミ
’

▲　 　 　　 　 1　 、 ．　 　 　 　 　 　 　 　
’

　

　　　　　
＾

　
丶

塁

　 　 　 　 　 3e　　 　　 　　 45　　 　　 　　 60
0，15

「

　 　 　 　 　 　 接 合 筋傾 斜 角度 θ

実線黒 色 ：1−A 近 似線　　　　　実線灰色 ：1−B 近似線

破線黒 色 ： L−A 近 似 線　　　　 破線灰 色 ；レ B近 似線

二 点 鎖練黒 色 ；W −A 近 似線　　二 点鎖線灰色 ：W −B 近似線

図
一5　最大せ ん 断応力度一・接合筋傾鶉角度

一 652一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

　 3 ．3　 接合 筋の 負担せ ん 断力

　図 一2 中 の ● で示 す よ うに ， 接 合筋に は接合

面位置 か ら 15皿 m 間隔 で ゲージ を貼付 し ， 接合

筋 の ダボ作用 と軸方 向応力 を測 定 し て い る 。 実

験結果 と図 一1
， 表

一2 に 示 し た 鉄筋 の 材 料特性

に 基づ い て ， 接 合 筋 降伏 時と 変形 1mm 時 にお

い て 接合筋が負担す るせ ん断 力 （
、
Q）と接合筋

軸 方向 力 （
，

N ）を算出 し た 。 図
一6 に sQ に 対 す

る sN の 割合 （
，
N ／

．
Q）を示 す 。 接合筋せ ん 断力

は実験 よ り得 られた 接合 筋 の 歪 み 度 と図
一1 よ

り ゲージ貼付 間隔 ご と の せ ん 断力 分布 を求 め ，

No ユ〜No ．5ま で の 全 区 間 の せ ん 断 力 の 平均 値 を

接合 筋 の 負担す る せ ん断 力 とす る。また ，接合

筋軸方 向力 は接合筋表裏 の 歪み度 の 平均 値を軸

方向歪 み と し， こ れ と表 一2 か ら接合筋の 負担

す る軸 方向 力 を算 出 し た 。 こ こ で 接 合筋降伏 時

と は 接 合筋 R ， L の どち ら か
一

方 の い ずれ か が

降伏 し た 時を指す 。

　 接 合筋降伏 時接合 筋 R にお い て 接合筋軸 方

向力 は せ ん 断力 の 52 〜85倍 ，接合筋L で は 192

〜 261 倍 が ．変形 1mm 時 で は接 合筋R で 44 〜

162倍 ，接 合筋 L で 179 〜 255 倍が 作用 して い

る 。 ま た ， 例 と して 図
一7に W −A −30＿No ．2の ゲ

ー

ジ の 載 荷・せ ん 断力 と接合筋 の 歪 み度 の 関係 を示

す。接合筋は ダボ的挙動 を ほ とん ど して い ない 。

　 っ ま り，接合筋 を傾斜 配 筋 させ た場 合に はダ

ボ作用 よ りも鉄筋 の 軸方向力に よ っ て 載荷せ ん

断 力 に対 す る抵抗 をす る こ とが わ か る e

　 3 ．4 　 耐力 の 評価

　 3 ．4 ． 1　 建築学会規準 式
3 ） との 比 較

　図一8 に変 形 lmm で の 実験値 （
。、
Q1）と日本建

築学会規準式 に よ る計 算値 （。alQ 　i）との 比 較 を

示す 。 計算値 は，接合筋傾斜角度を考慮 した場

合 （接合筋断 面積 Σ aL を 1シ リーズ で は 2a
，
isin

θ，L ，　 W シ リーズ で は ahlsin θ ＋ahlcos θ とす

る 。 ） と考慮 しない 場合 に つ い て 求め た 。傾斜

角度 を考 慮 し た場合，接合筋断 面積は増 大 し見

かけの 接合筋断面積 の 増大に よ る反力を含ん で い

る た め，実験値 よ りも大 きな値 とな る 。 ま た，

00410021

　 1000

；

　 800600400200

　 014001200

　 1000

轟 Boo
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　 40e200
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ぐ
幇
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図 一6　接 合筋 R，L の s 閥／sO

撞合鰯 眠W−A−30．2〕
．一．一一二．．噛．r．1齟．．．＿廴．一一．．幽

　、
：− i 三

菖 r牒
’

　　　　’　L　　　温

　 　 l　　　 l　　　 l

iミ毒こ
… …

…

瓣 ＼ず　　1 ｝＼誰 覧
　 圏　　　　　　　1　　　　　　　■、、一
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、
　■

1 戛．課 …

：二匸L 響
’
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　 ・

・
’
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．
丁
一
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鞭
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iiE調
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図
一7 載荷せ ん断 カー接合筋歪み 度

　 　 　　 （W −A ・30　No ．2）

RrO3，　RIO3は接合筋 Rの 接 合 面 上 の 同位置に おける表裏

の ゲージ
。 ゲージ番号 に っ い て は図 一2を 参 照。

傾斜角度 を考 慮 しな い 場 合，大きな差は 見 られ

な い が接合筋傾斜角度の 違 い は反映 され て い な

い
。 従 っ て ，接合筋 を傾斜 配 筋 させ た場 合に

は ， 学会規 準式 に よ りせ ん 断耐力 を表 す こ とは

難 し い と考え られ る 。

　 3 ．4 ．2　せ ん 断抵抗要 素の 累加

　プ レ キ ャ ス ト接合部の 主要 な設 計式で は ，  

鉄 筋 の ダボ作用，  鉄筋応力 に よ る摩 擦効果 ，

  外部圧縮力に よ る摩擦効果な ど の せ ん 断抵抗
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図
一8　実験値 一計算値 （学会規準式 に よ る）

要素別 の 累加 式 に よ り 表 され る 。 図一9 に 変形

1mm 時 にお け る実験値 （
e．Qi）と 3 ．3 の 結果

か ら算出 した 累加 せ ん 断耐力 （
岨 Q 紅

）と の 比 較

を示 す。図一10に示 す よ うに，接合筋 に作用す る

せ ん 断力 と軸 方 向力 を試験体 に 対す る鉛直・水

平方 向 へ の ベ ク トル に分 けて 累加せ ん断 力 を算

出 し た 。 水平分力は （sQh ＋ sNh ）を鉄筋に よる

せ ん 断抵 抗，鉛直分力 は （sQv ＋ sNv ＋N ） が マ

イ ナ ス の 場合は 摩擦効果は 0，プ ラ ス の 場 合は

摩擦係 数倍 し摩 療 効果 に よ る せ ん 断抵抗 と し

た 。 尚，摩擦効果 に お い て は香取 ら
4）の 提 案 に

よ る接合 面 の 粗 さを考慮 した 摩 擦係 数 を用い

た 。そ の 結 果 ， txQi
／

。．1Q 苴
の 平均値は 1シ リー

ズ で Lll （分散 0．07 ），　L シ リ
ーズで は 0．97 （分

散 0．02），W シ リ
ーズ で は 0．87 （分散 0，01）と

概ね 実験値 を表 した 。 よっ て ，力学的厳密性と

い う点 を別 として ，耐力評価 とい う点に お い て

は接 合 筋 を傾 斜配筋す る場合 に も せ ん 断抵抗

706050

茎4。

乙 3。
5

　 201000

　　10　 20　 30 　 40 　　50　 60　 70

　 　 　　 　 ◎●IO 菖
（k閧）

図一9　実験値一計算値 （せん 断抵抗の 累加）

闢

　　

図一10 接合筋に よるせ ん断抵抗の考 え方

機構別 の 累加式を適用 で きる と考え られ る 。

　 4 ．ま とめ

　本実験 の 結果 よ り ， 以 下 の 知見 が得 られ た 。

1）履歴 形状よ り，接合筋 を傾斜配 筋 させ る こ と

　 で プ レ キ ャ ス ト接合面 の エ ネル ギ・・一一吸収能力

　 が 良好で ある こ とが確認 され た 。

2）接合筋の 傾斜角度 に よりプ レ キ ャ ス ト接合面

　 の 最 大せ ん 断耐 力は変化 し，配 筋方法 ，交差

　 部位 置に 関 わ らず傾斜 角度 30
°

の も の が耐

　 力上 良好 な性能 を示 し た。

3）傾斜配筋 した接合筋は ，主に軸方向力に よ っ

　 て せ ん断力 に抵抗する 。

4）接合 筋を傾斜配 筋 した場合に も，せ ん 断抵抗

　 要素 ごとの負担せ ん断力の 累加 に よ っ て そ の

　 耐 力 を評 価す る こ とが
一応可能である。
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